
平成26年度 国公私立大学附属病院医療安全セミナー’14.7.1-2 

経緯 

2 

平成13年 「クオリティマネジメント部」設置 
平成14年 「手術時の異物遺残防止ルール」 
   「手術部位確認の院内ルール」 
平成15年  「中央クオリティマネジメント部」として文科省予算 
平成21年 国立大学病院「医療安全・質向上のための相互

チェック」にて、鹿児島大学病院関係者の訪院 
平成22年 タイムアウトを実施 
平成24年 国立大学病院「医療安全・質向上のための相互

チェック」にて、金沢大学附属病院関係者の訪院、東京医科歯
科大学医学部附属病院への訪問 

平成25年 手術安全チェックリストの運用を開始 
 
 

平成26年度 国公私立大学附属病院医療安全セミナー 
ノンテクニカルスキルを発揮するための実践 

 
医療チームにおけるノンテクニカルスキル 
ー手術安全チェックリストの導入と運用ー 

大阪大学医学部附属病院 

手術部 南 正人 
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他施設からの学び 
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金沢大学附属病院 
 ・平成24年9月からタイムアウトをチェックリスト方式に変更する

形で導入 
 
東京医科歯科大学医学部附属病院 
 ・平成23年10月から手術安全チェックリストを導入 
 ・平成23年3月から手術の安全チェックリストワーキングの立ち

上げ 
 ・「手術安全チェックリスト」に加えて、職員が統一した行動をと

れるように、具体的な行動を文章化し資料として配布 
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チェックリストの策定・周知 

6 

「WHO手術安全チェックリスト運用ワーキング」 
手術部 医師  5（専任3、兼任2) 
  看護師 3 
  CE  1 
中央クオリティマネジメント部 
  医師  2 
  看護師 2 
麻酔科 医師  2 
診療科 医師  1 
(放射線技師長  1）  
 
    

平成26年度 国公私立大学附属病院医療安全セミナー’14.7.1-2 

マニュアルから窺われる最重要点 
‘チーム’ ‘声出し’= 情報共有 

83 

13 + aloud  2=15 
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道程（2） 

平成25年 
1月7日 手術部運営部会(3)にて経過報告 
1月21日 第1回WG 
  ・全身麻酔用試案にもとづき机上でrole play 
  ・修正へむけての意見集約 
  ・局所麻酔用は全身麻酔用を改変して作成する方針 
  ・試行の後に案内用movie作成の意見 
2月4日 手術部運営部会(4)にて修正試案を配布 
3月4日 手術部運営部会(5)にて最終試案を配布 
3月18日 試行（乳腺・内分泌外科、泌尿器科、消化器外科） 
3月21日 試行（呼吸器外科、心臓血管外科(ハイブリッド)（局）、
  眼科(全・局)） 
3月22日 試行（心臓血管外科（全）） 
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道程（１） 

平成24年 
11月5日 手術部運営部会(1）にて「WHO手術安全チェックリス

ト」の案内 
11月8日 金沢大学附属病院から訪院 
11月27日 東京医科歯科大学医学部附属病院への訪問 
12月3日 手術部運営部会(2)にて、導入ならびにタイムテーブ

ルについて説明し承認 
  ・年内に手術部で試案 
  ・1月にWGを立ち上げ検討、WGへのお誘い 
  ・2月の運営部会にて諮る 
  ・3月の運営部会にて最終版を報告 
  ・4月1日から実施 
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円滑な導入のために工夫したところ 

１）チームメンバーの紹介が違和感なく習慣となるように、運用開始
を医師・看護師の人事異動の多い新年度に。 
２）関与の多い臨床工学技士、放射線技師も含めたチーム構成。 
３）チェック項目数の増加や詳細化は避け、診療科医師にとって理解
しやすいものになるよう、基本的に原版に沿って単純に。 
４）サインイン・タイムアウト・サインアウト各々が1分程度で完了する
ように。 
５）チェックリストの使用が手術の緊急性を損なわないように、明確な
非使用規定。 
６）理解と周知徹底のために他院の実例に習ってマニュアル「チェッ
クリスト実施時の具体的行動」を作成。 
７）看護師はマニュアルを用いて講習、練習。 
８）診療科カンファを訪問し、マニュアルを用いて説明会。 
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道程（3） 

3月25日 第2回WG 
  ・意見：形骸化の懸念、診療科医師への周知不足の懸念、

 チェックリストから逸脱するケースの想定、など 
  ・「手術部位確認チェックリスト」は残し、それを前提に 
  ・周知のため、導入をGW明けまで延期 
  ・使い方(「実施時の具体的行動」)も作成する 
  ・希望ある各科の医局会に出張説明を行う 
4月8日 手術部運営部会(6)にて最終案（案第8版）、 「実施時

の具体的行動」を配布 
4月22日-5月2日 消化器外科、耳鼻咽喉・頭頸部外科、眼科、

心臓血管外科に出張説明（role playを見せて説明・解説） 
4月25日 リスクマネジャー会議にて説明 
5月7日 手術安全チェックリスト（案第9版）の運用を開始 
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手術部におけるincident report 

0  
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6  
8  

10  

手術安全チェックリストの導入 

計 
その他 
一過性中等度障害 
一過性軽度障害 
実害なし 
患者には実施されず 

・同意書や患者間違いなどのインシデントはみられなくなった。 
・ガーゼ遺残などはチェックリストで防げない。 
・アレルギーの有無や検体確認などは形骸化しないように。 

平成26年度 国公私立大学附属病院医療安全セミナー’14.7.1-2 

運用状況 

 導入後3ヶ月で所要時間は全身麻酔のタイムアウト（79→42秒）、局所麻酔
のタイムアウト（73→34秒）・サインアウト（27→15秒）で有意に短縮。 

 アンケート調査で、「チェックリストを実施できなかったこと」が「ない」のは、
外科医、麻酔科医、看護師で各々サインイン99％、60％、49％、タイムアウ
ト100％、73％、93％、サインアウト97％、73％、49％。 

 サインインの「患者確認」、「手術部位」、「アレルギーの有無」、タイムアウト
の「術式・部位」はいずれの職種でも有用性を認識。 

 実施上の問題点として、外科医から「チェック項目の多さ」、麻酔科医から
「サインインで患者に不安」、看護師から「外科医・麻酔科医の非協力」等。 

 外科医91％、麻酔科医86％、看護師85％が「チェックリストは今後も必要」。
必要でない理由として外科医・麻酔科医からは「項目が多く形式化」、看護
師からは「非協力的な人がいる」、「入室前に確認できている」等。 
（赤松智紗子ら：手術安全チェックリスト導入の経験．手術医学2014．） 
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まとめ 

 従来から行ってきた「手術時の異物遺残防止ルー
ル」、「手術部位確認の院内ルール」の運用、タイムア
ウトの実施に加えて、平成25年度から手術安全チェッ
クリストの運用を開始した。 
 「チーム」、「声出し」を最重要理念と認識し、病院の
医療安全部門を含む多職種からなるワーキンググ
ループによって、幾つかの工夫をもって「チェックリス
ト」、「実施時具体的行動」を作成した。 
 概ね円滑に運用が開始されているが、今後の評価
を待って、改善や、よりよい運用の余地があろう。 
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